













ところ，最終的に看護学専攻 3 年生 5 名が研修参加を希
望し，全員が編入学生であった．また修士課程助産師養
成コースより 2 名の参加希望があり，最終的に，学生 7 
名および引率教員 2 名，合計 9 名での研修実施となった．
 2 ）研修内容および渡航に関する調整
























































（ 2014年 7 月31日受付2014年 9 月18日受理）










 1 ）全体行程（表 2 ）
　現地講義担当者の都合や現地状況により，急遽研修ス
ケジュールを変更せざるを得ない日があった．それに伴





































　 2 ．児童虐待防止協会訪問：National Society for the 















　1 ）Kunz 今井玲子．スイスの看護教育とリハビリテーション .リハビリテーション看護研究 7リハビリテーション看護と家族















　1 ）徳永哲．19 世紀中頃のリバプールとナイチンゲール．日本赤十字九州国際看護大学 IRR台 8号；31-41，2010．
























































2月 27 日（木） 移動（長崎→福岡国際空港→ソウル→アムステルダム→ジュネーブ）












3月 4日（火）午前 国立図書館（エキシビション） ナイチンゲールおよびジョン・スノウによる記録（オリジナル）を見
学し，疫学および公衆衛生学への貢献について学ぶ
ロンドン・スクール 
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